
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
   
 
 
 
 
 
 
 

１． ISO/IEC42001（AIMS）の必要性 

AIは業務効率化や人手不足の解消、データ分析による意思決定支援などを目的として、幅広い産業の分野で急速

に活用が進んでいます。また、生成AIの急速な普及により、文書、画像、音声、映像等の生成による社会的影響が拡

大しています。 

しかし、多くの組織でAI活用に関する明確なルールや標準が整備されておらず、十分な管理や制約なく利用されて

いる実態があります。このため、AI活用には多様なリスクが内在していると言えます。これらの課題に対処するため、組

織全体でのAI活用の統制強化と標準化が不可欠であり、適切なリスク管理体制の構築と運用が求められています。 

ISO/IEC42001は、AIの開発および運用に関わる組織が、その利用に伴うリスクを適切に管理するために策定された

AIMSに関する国際規格です。 

２． 企業においてAIを活用するリスク 

(1) 経営視点でAI活用の統制不能 

AIの活用が組織全体に広がると、部門や担当者ごとに異なるツールやモデルを独自に導入するケースが増え、全社

的な統制が取れなくなる可能性があります。 

(2) 機密情報漏洩リスク 

社内の機密情報（顧客データ、技術情報、戦略情報など）をAIに学習させた場合、情報が意図せず外部に流出する

リスクがあります。 

(3) 知的財産権等の侵害 

AIの出力結果や学習データが第三者の権利を侵害する可能性がある一方で、自社の権利が不正利用されるリスク

も存在します。 

(4) ハルシネーション（誤情報）のリスク 

AIは誤情報を出力することがあり、これを業務判断や意思決定に用いると誤った結論に至る可能性があります。 

以上のようなリスクに対応するため、ISO/IEC42001規格要求に対応したAIMSを構築・運用することにより、AI活用を

戦略的かつ安全に進めることが可能となります。 
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１．ISO/IEC42001は、人工知能（以下、「AI」という）を適切に利活用するためのマネジメントシステムに関する2023

年12月18日に発行された国際規格です。 

２．企業がAIを利活用する際のリスクに対応するために、ISO/IEC42001の規格要求に対応した人工知能マネジメ

ントシステム（AI Management System：AIMS、以下「AIMS」という）が有効です。 
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３． ISO/IEC42001（AIMS）とは 

(1) 概要 

本規格は、AIシステムを開発、提供または使用する組織を対象とし、組織がAIシステムを適切に利活用するために

必要なマネジメントシステムを構築する際に遵守すべき要求事項を規定しています。 

(2) 規格の構成 

本文は、1.適用範囲、2.引用規格、3.用語と定義、4.組織の状況、5.リーダーシップ、6.計画、7.支援、8.運用、9.パ

フォーマンス評価、10.改善です。 

特に、6.計画の「6.1 リスクと機会への取組」に含まれる特徴的な要求事項を以下に紹介します。 

箇条番号 項目名称 要求事項 

6.1.2 AIリスクアセスメント 
AIシステムに関連するリスクを特定し、発生可能性、影響度を考慮し、リ

スクを評価する 

6.1.3 AIリスク対応 特定したリスクに対しての対策内容を定める 

6.1.4 
AIシステム インパク

トアセスメント 

AIシステムが社会・組織・人等に与える潜在的な影響を体系的に評価

し、倫理・法令・社会的側面を含めて検討し、リスク管理に反映させる 

(3) 6.1.4 AIシステム インパクトアセスメント 

要求事項のねらいは、組織がAIシステムの開発・提供・使用に伴い、個人・集団・社会に及ぼす潜在的影響を体系

的に評価することです。 

また、AIシステムが社会や人に与える影響をライフサイクル全体にわたって把握し、適切に管理することです。 

この評価では、AIシステムの企画・設計・運用・廃止に至るまでの各段階において、想定される潜在的な影響を洗い

出し、影響の大きさや発生可能性を整理します。具体的には、差別や偏見の助長、プライバシー侵害、安全性や信頼

性への影響、説明可能性や透明性の不足といった課題を含め、様々な観点から検討を行います。 

その上で、実行すべき対策を明確にし、責任体制や見直しの仕組みを整備することで、AIシステムを社会に受け入

れられる形で継続的に運用することを目指します。また、ここで整理したAIシステム インパクトアセスメントの結果を、AI

リスクアセスメントに反映して、リスク対策を講じることが重要です。 

 

４． 最後に 

今後、企業においてAI活用の統制強化と標準化を実現するには、特に以下の３点を重点的に実施する必要があると

考えます。 

(1) AIMSの導入によるAI活用統制の標準化 

AI活用に関する方針・責任・規程を明文化し、全社的に適用可能な枠組みを構築することにより、統制を標準化しつ

つ継続的な強化を実現します。 

(2) リスクアセスメントの仕組み化 

AIに関わるリスクを定常的に把握・可視化する仕組みを導入し、適切な対策を迅速に講じることにより、リスク管理を

属人的対応から組織的対応へと移行させます。 

(3) 継続的改善と人材育成の推進 

教育・監視・監査のサイクルを繰り返すことで、組織全体の成熟度を段階的に高めます。さらに、AI活用を担う人材の

育成を通じて持続的な競争力強化を実現します。 


